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　皆さん、こんにちは。エフコープの井ノ上と

申します。本日の出席者名簿を拝見し、私では

少し役不足かと思いましたが、どうぞ最後まで

お付き合いください。

　エフコープ生協は、福岡県内圏域で活動して

おり、供給高（事業高）は、609億円となって

おり、県内55万所帯が組合に加入いただいてい

ます。

　今回、2019年からの変化点というところに軸

足を下ろした説明を、スライド２の順に沿って

進めさせていただきます。

　まずは、生協の変化ですが、コロナ禍以前と

比べたときに、２桁伸長の事業高をつくらせて

いただいているということです。特に、コロナ

に入り人との接触を怖がるという傾向がありま

した。あの時、コンビニエンスストアの面積が

狭いということで一番嫌われ、スーパーマー

ケットよりもコンビニエンスストアの事業高は

大幅に落ちた時期となります。その中で e コ

マース、宅配事業に集中していったということ

で、生協も２桁伸長になりました。

　面白い傾向といいますか、普通、生協に入り

たい場合、家庭訪問をして説明するということ

が従来のやり方でしたが、最近は Web でも加

入できるような仕組みを取ったところ、やはり

人と接触したくないということで、この時も

Web の加入者が今までの３倍ぐらい増えまし

た。瞬間的には１カ月で９割以上が Web によっ

て加入されるという事象が起きました。

　我々生協は、私もそうですが、組合員も年を

取っていまして、平均60歳くらいの組合員さん

になっています。生協が発足した当時の組合員

さんがそのまま年齢が上がってきていて、若い

層がやっぱり弱い。これが全国の生協が抱えて

いる課題ですが、このコロナ禍で生協に入った

層というのが、30代中心となりました。現在こ

ういった加入はだいぶ落ち着いてきています

が、今後の課題として、この若い層をどのよう

に継続して利用していただくかというところ

が、当面の課題となっています。

　いいことばかりではなかったです。生協に入

られる組合員さんが増えて、おかげさまでかな

り利用も増えました。ただ、キャパシティーと

して、それに応えることができない現象が起こ

りました。

　我々生協に事業では、いわゆる宅配事業が８

割ちょっと、店舗事業がそれ以外なのですが、

配達キャパのところで、まずは配達する人、そ
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れから配送トラック、あと後方施設、物流セン

ターというところでピッキングをするのです

が、そこのキャパ。意外だったのが、システム

キャパ。そこら辺をこなすシステムにもキャパ

シティーがあって、それ以上の件数の受注をす

ると、システムがパンクしてしまうという状態

でした。

　当然、取引先である生産キャパの部分があっ

たのですが、この４つのキャパシティーをオー

バーすることが見えたため、２カ月間、計画欠

品ということで、取り消しをさせていただいた。

これも今までで初めての経験でした。せっかく

注文したのに物が来ないと。皆さん、お怒りの

部分もあったのですけれども、なぜそういうこ

とをしたのかというチラシをきちんと印刷して

お届けしたことで、理解をしていただけた。九

州全体で、２週間に18億円の欠品取り消しを行

いました。（スライド４）

　取引先の変化ですが、コロナ禍での見た目で

の変化はありませんでした。ただ、SKU、そ

れから仕様の見直しをメーカーとしては結構進

められたところが見えてきました。SKU は、

小売業界では在庫管理のところで見るのです

が、生協は規格アイテムの管理として見ていま

す。例えば、ペンを１本で売る、２本で売る。

これは 2SKU と言います。そういうかたちで

メーカーとしては、生産キャパをいかに効率よ

くするために、売れていないものを製造中止に

して、売れているもののラインを広げていく、

そういった作業をメーカーさんが行います。結

果として、計画していた商品を製造中止にした

いといったやりとりがバイヤー段階では結構

あったようです。

　※印で書いていますように、原材料費が高騰

している。人・エネルギー・各資材代、あと円

安ですね。そういった部分を受けて、仕様内容。

例えば、200円で売っているものを、価格をそ

のままにするために容量を小さくするといった

こと。（スライド６）

　ここには書いていませんが、人手不足は大き

いですね。コロナ前のところで結構人手不足と

いうのは騒がれていたのですが、我々もそうで

すね、ピッキングするセンターとか、かなり人

手不足であると。物流系も全般そうですね。

　それがコロナになって閉店した飲食業の従事

者が結構流れてきてくれました。それで一定救

われたところがあったのですが、コロナも５類

になって、店もオープンしていますので、また

人手不足が如実になってきているという状況で

す。

　青果物の変化ですけれども、見た目ではそれ

ほど影響はない、福岡大同青果の代表も以前、

このような会合でコロナによる影響は、それほ

どないという報告をされていたことを記憶して

います。ただ、輸入農産物は厳しかったですね。

特に、飛行機が飛ばないことで、船での海上運

搬が逼迫したと。海上フレートも値上がりしま

した。

　どういったことが起こったかというと、海上

輸送用のコンテナが世界中で不足になりまし

た。20フィーター、40フィーターコンテナとい

うのがあるのですが、その殆どが中国で作られ

ていますが、中国は、あえてそれを増産するこ

とはしませんでした。そういったことでコンテ

ナがない、船がないということでした。僕らも

輸入果実は、カリフォルニア、オーストラリア

から飛ぶのですが、相当抑えました。なぜかと

いうと、出港します、入港します、この計画が

立たないからです。船も積めるだけ積んで、い

ろんな港に寄るだけ寄るため、一体いつ日本に

来るか分からないという実態でした。だから、

日本に入っても、コンテナを開けると、もう腐

敗しているとか、そういう現状がありました。

しかも、レートがレートなので、相当高い買い

物になっているということでいうと、輸入果実

は相当抑えてきた、この３年だったというとこ

ろです。
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　ここに書いていませんが、カット野菜ですね。

これは相当、市民権を得てきた。以前から野菜

高騰のときにシェアを高めたのですが、今回、

不動の地位を確定されたと思います。（スライ

ド８）

　畜産物は、結構大きく変化したと思うところ

ですけれども、やはり鳥インフルエンザですね。

卵も現在ではスーパーにかなり出回ってきたの

ですが、見ていくと産地が、いつも置いている

産地ではなかったり、サイズが S 玉中心だっ

たりといつもと違うようです。暑さのせいもあ

るのですが、そういったことで卵は価格の優等

生といっていたものが、これだけ値上がりする

ことは今までなかったことです。ただ、鳥イン

フルエンザが発症したのは大変ですけれども、

発症の無かったところはかなり潤った、たまに

はいいのではないかと思います。

　畜産品全体で見ると、内食需要が拡大した一

方で、外食が減少したということ。それから、

輸入依存度の高い飼料を使っている畜種です

ね。輸入飼料のウェイトが高いほど、厳しいと

いうこと。特に、酪農系は相当厳しいですね。

飼料コストが半分を超えると、経営が厳しいと

言うが、８割まで占めているところがあります。

かなり酪農系は離農が進んでいるところで、厳

しくなっています。

　先ほど、解題のほうで出ましたが、穀物需要

は年々拡大しているということです。西暦2000

年と比べると、今で1.5倍穀物需要が増えてい

ます。異常ですね。これが成り立っているのは、

肥料、それから品種改良、遺伝子組換えなどの

技術革新によるところですが、そろそろ限界に

来ているところかと思います。

　それからウクライナ情勢の反動が穀物の高騰

にも繋がっています。一旦、ガクッと下がって

きました。ウクライナのものが、一部輸出でき

るということになりましたので。ただ、今年の

７月の段階で、インドがお米・トウモロコシに

輸出規制をかけています。内部のインフレ対策

ということなのですけれども、それもあって後、

アルゼンチンの不作だとかで、穀物がかなり高

騰してきているということです。意外なことに、

米もかなり高騰しています。（スライド10）

　水産品は、かなり不漁です。海水温が上がっ

ているという部分もあるのでしょうが、海外の

需要は、かなり膨らんできています。良質なタ

ンパク源なので、肉から魚へシフトしている傾

向があります。ただ、日本は逆に年々消費は 

減っているという現状です。日本においては放

流事業から養殖事業に徐々に変化していってい

ます。

　輸入品は、牛肉と同様に買い負けしているの

が現状です。あと、ALPS 処理水の海洋放出に

よる中国の対応も含めて、かなり厳しい現状に

あると思います。（スライド12）

　生協の産直品を管理する産直品質保証システ

ムについて説明します。生協の場合、産直と 

コープ商品という２つを柱とした組み立てをし

ているのですが、ここに書いているように、生

協の産直品では、いわゆる GAP ですね、適正

農業規範と言われていますけれども、これを含

む生協オリジナルの管理システムを作ってお

り、全国の生協で運用できる環境としています。

これをコロナ禍の間に再構築しようということ

で、新たに適正水産規範を作成しました。これ

には、長浜鮮魚市場等へ説明に行かせていただ

いて、構築に協力いただいたという経緯もあり

ます。

　農業規範のところは、国際水準 GAP に引き

上げました。産直生産者は輸出に耐えうるもの

をつくっているということです。

　それから2006年から運用の畜産編の改訂を実

施。というのも、Animal Welfare がかなり台

頭してきていますので、そこを無視できないと

いうこともあって、改訂。昨日、まさにセミナー
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で改訂の報告を実施したところです。

　なぜ、こういうことを始めたかというと、

2002年に食品偽装のオンパレードでした。それ

から BSE 問題。甲斐先生がプリオン専門委員

として参加されていた BSE です。それから、

無登録農薬問題。これは全て2002年です。一気

に噴出したときです。

　それを受けて、生協の組合員が、生協を信頼

していたのに裏切られたという感情を抱かせる

結果となりました。それまで産地とは信頼関係

で成り立っていると思っていました。ただ、信

頼関係だけでは駄目で、生産現場の実態を、き

ちんと見ておかないと、現場での無理が知らぬ

間にミスやトラブルの発生につながるというこ

とです。生産工程のリスク評価をした上で、管

理できる仕組みが必要だろうということで、こ

の生協産直品質保証システムをつくり運用して

います。

　書いていますとおり、システムの導入目的は

３点あります。とにかく組合員の信頼を裏切ら

ないということ。点検するときに生産者とコ

ミュニケーションを取りながら点検しますの

で、コミュニケーションツールという位置付け

にもなっているということです。

　あとは、フードチェーンという言葉が出てき

ましたが、産地があって、流通業者があって、

加工業者があって、生協がある。その全ての事

業者が品質を担保するためのこの仕組みに取り

組んでいます。だから、それぞれの事業者で 

オーダーメイドの管理システムを存在させてい

るということです。品質を担保するバトンタッ

チをしているという仕組みになります。

　GAP などであれば生産段階だけなのですが、

これは各フードチェーン全てを網羅する仕組み

にしていまして、これを策定・運用・管理して

いる団体というのは、世界を探しても、日本の

生協だけかなと考えています。作業は大変です。

しかし、常に更新し、いいものにしていくとい

う仕組みにしています。畜産 GAP も、日本で

はおそらく生協が初めて作成したと思います。

（スライド14、15）

　今後、想定される変化として簡単に書いてい

ますが、やはり2024年問題は相当きついなと捉

えています。我々もそうですが、物を仕入れて

販売するという立場上、その仕入れの部分がか

なりタイトになってくるのではないかと。もし、

対応しなければ、物流量が現在の65％まで下が

るだろうと言われていますので、配達業者の配

達の拘束時間、輸送距離を含めて制限されます

ので、配達員が足らないことは目に見えている

ため、そこをどうするかという、人をまた雇わ

ざるを得ない。ただ配送業者、低賃金で人が来

るわけないとなると、賃金を上げないと駄目。

それを換算すると、配送コストというのは１割

から１割５分ぐらい上がらないと、おそらく無

理ではないかと考えています。

　ヤマト運輸は、１日長いシフトをすでに運用

しています。例えば、明日到着のものは、明後

日に届くということになる。だから、市場関係

は結構大変です。ただ、ベジフルの場合だと、

あそこはかなり最新鋭の設備なので、きっちり

冷やし込みができる。だから、長くなった分、

冷やし込んで、輸送、搬送できるところは良い

のですが、それがないところは厳しいかと。ヤ

マト運輸も、軽い荷物というのは日本郵便に委

託していますから、それも2024年を睨んだ対応

としてやっているなというところです。

　市場のところで見ると、先ほども報告がござ

いましたけれども、買付品が増加していくと利

益率が低下して、市場経由率が低下していくと

いうことがあるのですが、そこら辺が如実に表

れるのが地方市場。地方市場は、ここ10年で２

割ぐらい閉鎖になっていますね。僕も若い頃は、

農産担当として地方市場に結構行った記憶があ

ります。僕が当時、行っていた市場は、もうど

こにもないですね。五十川（市場）も移りまし

たし、西部も統合されたし、マルキタはあるけ
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れども、西山市場は無くなったみたいな。賑わっ

ていてよかったのですが、少し寂しいなと個人

的に感じているところです。

　後は、生産者の高齢化がありましたけれども、

うちの生産者もそうですが、保有面積を狭くせ

ざるを得ない。技術をあまり掛けられなくなる

ということで、品質に影響が出てくるというこ

とで、これはプロとして出せないので、道の駅

などで見て買ってもらう方に、変化させるであ

るとか、そういった部分でいうと、影響を受け

るものは必ず出てくるのかなと。

　最後に、近年の天候異常が恒常化し、デリバ

リーが寸断されることを考えていくと、これは

昔からよく出ていることなのですが、リスク分

散した産地形成が必要ということが言われてい

ます。北海道だけに依存するのではなく、例え

ば、関東甲信越辺りの大きい団地、九州であれ

ば熊本辺り、というところを含めたリスク分散

でやっていく必要があると。これは、課題が相

当あると思うのですが、やることで将来が一定、

リスク分散ができるのかなと考えています。（ス

ライド17）

　以上になります。ご清聴ありがとうございま

した。
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